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GSMaP のマイクロ波放射計降雪アルゴリズムはグリーンランドで降雪量を過大推定すること

がわかっている。このためマイクロ波センサによる推定が極まで拡張された新バージョン GSMaP

プロダクト（V05）においても、グリーンランド上は欠損値になっている。本研究はグリーンラ

ンド上での降雪推定の改善を目指し、2017 年を対象に GMI による輝度温度観測と降雪推定値の

解析を行った。 

通常の積雪面上では積雪による散乱シグナル（TB19V > TB89V）が見られるが、グリーンラン

ド南部はこれと逆の傾向（TB19V < TB89V）を示す。これは比較的均一な氷層と粒状の氷層（こ

れらは夏季の融雪水で作られる）の上に低密度の積雪層があるグリーンランドの地表面の特徴に

よるとされる（Grody and Basist, 1997）。積雪散乱シグナルが見られない地域は、GSMaP 降雪

推定アルゴリズム（Liu and Seo, 2013）による降雪量の過大推定が見られる地域と空間的によ

く一致した。現状の GSMaP 降雪アルゴリズムは降雪面上ではすべて同一のルックアップテーブル

が用いられる。本解析の結果は、グリーンランド南部のように特徴的なマイクロ波特性を示す積

雪面では、通常の積雪面用ルックアップテーブルが適切に機能しない可能性を示している。 
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